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独立行政法人医薬品医療機器総合機構内部監査規程第８条の規程に基づき、

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（以下「ＰＭＤＡ」という。）の平成  

２６年度内部監査（競争的研究資金等の取り扱いの状況）について、以下のと

おり報告する。 

 

１．監査概要 

ＰＭＤＡにおいて、競争的研究資金等（厚生労働科学研究費補助金）の交

付を受けて行われている研究における経理は、「厚生労働科学研究費補助金

における事務委任について（平成１３年７月５日厚科第３３２号厚生科学課

長決定）」に基づく「競争的研究資金等の取扱いに関する規程（以下「規

程」という。）」により機関経理にて行われているところである。 

今般規程第１２条に基づき平成２５年度分の競争的研究資金等を対象に監

査した。  

 

監査実施期間及び監査対象等は、以下のとおりである。 

○監 査 期 間：平成２６年８月２９日～平成２６年１１月１９日 

○監査実施者：監査室２名 

○監 査 対 象：競争的研究資金等における経理の状況及び管理体制 



 

２．監査の方法 

平成２５年度分について証拠書類及び支出決議書等の経理書類を確認する

とともに、規程第７条及び第８条に基づく競争的研究資金等の管理、経理及

び受領に関する事務（以下「管理等の事務」という。）の状況を管理責任者

が指名する者（担当者）及び研究者に対しヒアリングにて確認した。 

 

３．監査結果 

  管理等の事務については、平成２５年６月１８日の幹部会にて示されたと

おりレギュラトリーサイエンス推進部（以下「推進部」という。）にて行わ

れることとなっている。 

しかしながら、現在のところ、管理等の事務中、発注、検収については、

規程が定められる以前に当該事務を行っていた事務部門が引き続きその実務

を行い、推進部は、支出決議書等の作成・起案業務のみ行っているとのこと

であった。（これは、推進部の人員の都合上、関係各部の協力を得て、平成

２５年の夏以降暫定的な措置として行われているとのことであった。）  

なお、発注、検収とも、通常の物品について研究者が直接行っているケー

スは見受けられなかった。また、証拠書類及び経理書類については、特に問

題はなかった。 

   

４．指摘事項  

  以上のことから、今回の監査では、会計処理的には適切に管理されている

ものと認められる。   

発注、検収業務については、現在、暫定的な措置として関係各部の協力を

得た形で行われているが、今後、移管を進め、規程に沿った管理体制を実現

させる必要がある。 

また、今後の状況を踏まえ、必要に応じて関係各部間で管理体制のあり方

についての見直しも考慮すべきである。 

以上 


